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交通安全① 体験的な学習を取り入れた自転車の安全運転の意識を高める
学習事例

高等学校　全学年　特別活動（ホームルーム・学校行事）

単元（題材）について
１　題材名　自転車安全利用について考えよう

２　安全教育上の目標
　　 Ⅱ－２　自転車の安全な利用と点検・整備　　
　自転車の安全な利用・点検や整備について理解を深め、交通法規を守って安全に乗車するこ
とができるようにする。

３　教材化の視点
　通学等で日常的に自転車を利用する機会が増える高校生には、交通ルールや歩行者、交通弱
者の視点に立った安全運転を身に付けることが必要である。
　本単元では、「自転車シミュレータ」、「スケアード・ストレイト方式※」による体験的な学習
を取り入れ、自転車利用の危険性について学び、生徒が自転車の安全運転の意識を高める学習
を設定する。生徒には、これまでの自転車運転の経験を想起させた上で、社会における自転車
安全利用の重要性を理解させ、自転車の安全運転の意識を高めさせる。

※スケアード・ストレイト方式…スタントマンによる交通事故再現による交通安全教育

指導計画（４時間扱い）

指導の工夫
　「自転車シミュレータ」、「スケアード・ストレイト方式」の体験的な学習を基に、様々な場面に
おける危険性について予測させる機会を設定する。

時間 ○主な学習活動 ◎安全教育の視点に立った留意点

１
〇�登下校時における危険箇所を想
起する。
〇自転車安全利用五則を確認する。

◎�これまでの自転車の利用の仕方について振り
返らせる。

２
（本時）

〇自転車シミュレータを体験する。
〇�様々な場面における危険性を予
測する。

◎�映像から「自分なら、どのように予測するか」
などを考えさせる。

３
〇�交通安全座学講習会を受講する。 ◎�知らなかった交通ルール・交通マナーについ

て確認させる。

４
○�交通事故の発生状況について知る。 ◎�「スケアード・ストレイト方式」を通して、

自転車利用時の危険性に気付かせる。
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指導事例（第２時／４時間）
１  ねらい　
   「自転車シミュレータ」を通して、安全な自転車の乗り方に対する認識を深めるとともに、
歩行者の視点に立った安全運転の意識を高めることができるようにする。

２  指導の実際

生徒の学習状況
〇�自転車シミュレータでの体験的な学習を意欲的に取り組む様子が見られ、普段から使用して
いる自転車の乗り方について振り返っていた。
〇�自転車の安全利用について、講師の話を熱心に聞き、学習のまとめでは、これまで知らなか
った事例について記述していた。

生徒の変容
〇�自転車の利用と交通規則について理解し、自転車は軽車両であるという認識と加害者にもな
り得るという危機意識を高めるとともに、安全運転の重要性に気付く姿が見られた。

○主な学習活動 ◎支援・留意点　■評価

導
　
入

〇本時の目標を確認する。
　・今までの学習を振り返る。

◎�本時を通じて、安全運転の必要性や地域
社会の一員であることを確認させる。

展
　
開

〇�自転車シミュレータを体験する。

〇�具体的な危険について気付く。
　・歩道を走る時…対人

歩道通行上のルール
　・車道を走る時…対車

車両としてのルール

◎�シミュレータ体験を通して、自分事とし
て捉えられるようにする。

 
◎�生徒から感想を聞き、共有できるように
する。

ま 

と 
め

〇�「危険運転を未然に防ぐために必要な
ことは何か」、グループで話し合う。

〇学習を振り返る。

■�危険運転防止の観点から意見を出し合っ
ている。

◎自転車利用の注意点について考えさせる。

危険運転を未然に防ぐために必要なことは、何かを考えよう

９　安全教育の実践事例（交通安全①）

5555

理
論
編
学
校
に
お
け
る

安
全
教
育
と

安
全
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

安
全
教
育
で

身
に
付
け
る
力

安
全
教
育
の

３
領
域

必
ず
指
導
す
る

基
本
的
事
項

安
全
教
育
の

確
実
な
実
施
の

た
め
に

安
全
教
育
の

計
画

安
全
教
育
の

評
価

安
全
教
育
の

計
画
例

実
践
編
実
践
事
例

一
覧

生
活
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

交
通
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

災
害
安
全
に

お
け
る

実
践
事
例

一
声
事
例

（
校
種
別
）

資
料
編


